
令和３年度の人権推進校に選ばれている肥田小学校で、
車いすバスケットボールの体験教室が開催されました。
講師は、県内の車いすバスケットボールチーム「岐阜Ｓ
ＨＩＮＥ」の選手２人が務め、通常の車いすとは全く異
なる競技用車いすの乗り方を説明しました。車いすに乗
りながらフリースローに挑戦した児童たちは、ジャンプ
できない状況に苦戦しながら、ゴールをめがけてシュー
トを打っていました。

泉小学校の４年生約100人が陶製のランプシェードづ
くりに挑戦しました。泉陶磁器工業協同組合が2012年
から毎年行っているもので、この日は11人の組合員が
指導に訪れました。児童たちは、新聞を巻いた筒に板状
の粘土を巻き付けて型を成形。さまざまな形の型抜きで
くり抜いたり、絵を描いたりしながら、自分だけのオリ
ジナルランプシェードを作っていました。

土岐市の観光ＰＲ動画の撮影のため、観光大使である
ものまね芸人の神奈月さんが濃南地域を訪れました。神
奈月さんは、色鮮やかに赤く染まった紅葉であふれる曽
木公園を散策したり、柿野温泉でジャングル風呂を堪能
したりと、濃南地域の魅力をアピール。「地元の方が当
たり前に感じている地域の良さを、市外の方に伝えられ
たら」と思いを語りました。

肥田公民館で環境学習教室「省エネクッキング」が
開催され、11人の市民が参加しました。参加者は、環境
負荷を減らすための買い物、料理、片付けのポイントを
学んだ後、地元の農家が育てた野菜を使うレシピに挑戦。
ニガウリと豚肉のみそ煮など４品を手際よく調理してい
ました。中でもフルーツのおろし和えは加熱をしない省
エネレシピで、「家でも作ってみたい」と好評でした。

西部こども園で多治見警察署員と市の交通指導員によ
る交通安全教室が開かれました。今回の内容は「シート
ベルトの重要性」について。園児たちは、シートベルト
を着けなかった場合の危険性や自分の体のサイズに合っ
たシートを使うことの重要性を学びました。また、園内
にはパトカーや白バイが展示され、記念撮影や乗車体験
で盛り上がりました。

71回目を迎えた「社会を明るくする運動」の作文コン
テストが開かれ、入選した６人の児童生徒が表彰されま
した。今年は市内の小中学校から231作品の応募があり、
コロナ禍の生活の変化や静岡県熱海市で起きた土砂災害
など、さまざまなテーマで綴られた作品が寄せられまし
た。保護司会の出口会長は「家族や学校、地域のことを
あらためて考えるきっかけとなれば」と話しました。

勤労感謝の日を前に、花園保育園の園児が市役所と土
岐津交番を訪れ、手作りのカレンダーをプレゼントしま
した。カレンダーは、園児約200人が季節ごとの風物詩
や行事を折り紙などで表現した力作。園児からカレンダー
を受け取った加藤市長は、「今年も楽しみにしていました。
皆さんの思いを大切にして、一生懸命取り組みます」と
感謝を述べました。

11／５
自分だけのオリジナルを
泉小で陶製ランプシェードづくり

11／11
土岐市観光ＰＲ動画第２弾
観光大使の神奈月さんが濃南地域を堪能！

11／13
省エネクッキング
地産地消で旬の食材を無駄なく調理

11／18
シートベルトはなぜ着ける？
西部こども園で交通安全教室開催

11／18
第71回社会を明るくする運動
作文コンテスト表彰式

11／22
勤労感謝の思いを込めて
園児が手作りカレンダーをプレゼント

11／２
障がいのある方への理解を深める
肥田小で車いすバスケットボール体験教室

2021.12　広報とき 1011 2021.12　広報とき

Photo SketchPhoto Sketch


